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　毎
月
第
二
・
三
水
曜
日

　九
時
か
ら
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
時
間
に
遅
れ
な
い

よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　豊
北
町
・
豊
浦
町
・
豊
田
町
・
菊
川
町

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
各
事
務
所
に
て
随

時
受
付
け
ま
す
。

10月11日

10月18日

11月 8日

11月15日

12月13日

12月20日

1月10日

1月17日

　令
和
五

年
度
第
一

回
剪
定
講

習
会
が
五

月
二
十
二

日（
月
）に

開
催
さ
れ
、

会
員
講
師

五
名
の
も

と
、
三
十

一
名
（
会

員
二
十
八

名
一
般
三
名
）が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
下
関
市
立
考
古
博
物
館
様
の
ご
協

力
で
敷
地
の
一
角
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
一
回
剪
定
講
習
会

　令
和
五
年
度
第
一
回
草
刈
講
習
会
を
五

月
二
十
五
日（
木
）旧
市
民
ふ
れ
あ
い
農
園

に
て
実
施
し

ま
し
た
。
十

七
名
（
会
員

十
六
名
一
般

一
名
）
が
参

加
し
て
、
草

刈
技
術
の
習

得
、
安
全
対

策
の
座
学
、

石
飛
の
実
演

等
で
安
全
就

業
を
徹
底
し

ま
し
た
。

第
一
回
草
刈
講
習
会

　令
和
五

年
度
安
全

適
正
就
業

推
進
計
画

に
基
づ
き
、

六
月
二
十

三
日（
金
）、

下
関
中
央

消
防
署
に

て
、
救
急

講
習
会
を

開
催
い
た

し
ま
し
た
。

講
師
三
名
の
も
と
、
十
七
名
の
会
員
が
講

習
を
受
講
し
、
胸
骨
圧
迫
や
、
A
E
D（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用
方
法
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

※
写
真
は
A
E
D
の
模
擬
演
習

第
一
回
救
急
講
習
会

　今
年
度
、

第
一
・
二
回

目
の
安
全
巡

回
指
導
を
下

関
本
部
及
び

豊
浦
地
域
に

て
実
施
し
、

安
全
配
慮
に

つ
い
て
の
指

導
を
行
い
ま

し
た
。

※
写
真
は
、
豊
浦
地
域
に
て

安
全
巡
回
指
導

　九
月
二
日

（
土
）K
R
Y

山
口
放
送

「
ヤ
ス
ベ
ェ

人
生
100
歳
満

点
」
に
光
田

智
恵
子
会
員

が
ラ
ジ
オ
出

演
し
、
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
体
験
や
趣
味

な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
管
理

　今
年
度
の
安
全
対
策
員
で
す
。
安
全
就

業
の
徹
底
を
図
り
事
故
の
減
少
を
目
指
し

ま
す
。

安
全
対
策
員（
二
十
二
名
）

大
崩
不
二
實

　岡
野
藤
孝

　道
越
幸
美

北
岡
則
彦

　
　大
西

　研

　桂
長
大
郎

濱
田
武
久

　
　松
本
昭
一
郎

福
田
睦
紀

　
　髙
比
良
昭
洋

古
澤
哲
雄

　
　小
林
一
巳

　中
尾
雅
男

有
川
年
雄

　
　松
田

　宝

　具
志
堅
正

岡
崎

　功

　
　柿
塚

　昇

　林

　勘
一

高
田
光
重

　
　西
村
孝
歳

　笠
松
俊
夫

安
全
推
進
員

　岩
澤
直
史

安
全
対
策
会
議
会

　第
一
回
目
の
安
全
対
策
会
議
会
を
六
月

三
十
日（
金
）に
開
催
し
次
の
件
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

開
催
場
所

　勝
山
公
民
館

　二
階
研
修
室

委
嘱
状
交
付
式

議
題

○
令
和
五
年
度
事
故
状
況
報
告

〇
令
和
五
年
度
安
全
適
正
推
進
計
画
に
つ
い
て

〇
草
刈
機
使
用
に
よ
る
石
飛
防
護
柵
の
徹

底
と
賠
償
事
故
軽
減
対
策
に
つ
い
て

安
全
標
語
優
秀
作
品

　令
和
五
年
度
の
安
全
標
語
優
秀
作
品
が

決
ま
り
、
定
時
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

『
掛
け
声
の 

連
携
プ
レ
ー
で

防
ぐ
事
故
』

中
部
地
域

　坂
上

　重
蔵

『
気
を
抜
く
な 

忘
れ
た
こ
ろ
に

事
故
は
来
る
』

豊
浦
地
域

　松
本

　
　博

新
入
会
員
説
明
会
の
日
程

ラ
ジ
オ
に
出
演

令和5年

令和6年
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事
業
推
進
委
員
会

　第
一
回
目
の
事
業
推
進
委
員
会
を
七
月

二
十
日（
木
）に
開
催
し
次
の
件
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

議
　題

○
運
転
業
務
に
お
け
る
運
転
従
事
者
の
継

続
就
業
に
つ
い
て

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　第
一
回
目
の
普
及
啓
発
推
進
委
員
会
を

八
月
三
十
日（
水
）に
開
催
し
次
の
件
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

議
　題

○
今
後
の
普
及
啓
発
活
動
に
つ
い
て

⑴
会
員
作
品
展
に
つ
い
て

　

　期
間

　十
月
十
二
〜
十
八
日

　
　
　
　（搬
入
十
一
日
・
搬
出
十
九
日
）

⑵
各
戸
の
チ
ラ
シ
配
布
活
動
に
つ
い
て

⑶
自
治
体
が
行
う
文
化
祭
時
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
配
布
活
動
に
つ
い
て

⑷
歩
こ
う
会
・
山
陽
地
域
第
四
地
区
清

掃
奉
仕
活
動
に
つ
い
て

⑸
そ
の
他（
広
告
の
掲
載
な
ど
）

　長
岡
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
両
議

案
の
説
明
後
、
監
査
に
あ
た
っ
た
田
口
監

事
か
ら
適
正
か
つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い

る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
両
議
案
は
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

　公
益
社
団
法
人
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に
関

す
る
規
程
の
一
部
改
正
の
決
議
の
件

　長
岡
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
の
説

明
後
、
諮
っ
た
と
こ
ろ
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
五
年
度
定
時
総
会
を
六
月
二
日

（
金
）十
三
時
、
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス
・
エ

メ
ラ
ル
ド
の
間
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　総
会
は
、
開
会
の
こ
と
ば
に
つ
づ
き
、

参
加
者
全
員
で
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷

を
捧
げ
、
小
野
理
事
長
の
挨
拶
の
の
ち
、

在
籍
二
十
年
功
労
会
員
表
彰
・
在
籍
十
五

年
功
労
会
員
表
彰
・
在
籍
十
年
功
労
会
員

表
彰
、
安
全
標
語
優
秀
作
品
表
彰
の
表
彰

式
の
後
、
ご
来
賓
の
下
関
市
長

　前
田
晋

太
郎
様
、
下
関
市
議
会
議
長

　香
川
昌
則

様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
、
報
告
事
項
・
議
案
審
議

に
移
り
無
事
審
議
を
終
え
、
総
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
一
号

令
和
四
年
度
収
支
予
算
書
一
部
補
正
報

告
の
件

報
告
第
二
号

　令
和
五
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

報
告
第
三
号

　令
和
五
年
度
収
支
予
算
等
報
告
の
件

議
案
審
議

第
一
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

　令
和
四
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

令
和
五
年
度
定
時
総
会

令
和
五
年
度
定
時
総
会

在籍二十年功労会員表彰
代表者　松本　昭一郎 会員

安全標語優秀作品表彰
坂上　重蔵 会員

在籍十年功労会員表彰
代表者　石井　恒年 会員

在籍十五年功労会員表彰
代表者　熊野　榮治 会員

　四
月
二
十
一
日（
金
）に
令
和
四
年
度
の

決
算
監
査
を
行
い
ま
し
た
。
監
事
か
ら
計

算
書
類
・
事
業
報
告
と
も
適
正
で
あ
る
と

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　令
和
五
年
度
第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
報
告
事
項
・
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
日
　令
和
五
年
四
月
二
十
七
日（
木
）

報
告
事
項

　安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

令
和
四
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
四
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

第
三
号
議
案

令
和
五
年
度
定
時
総
会
に
お
け
る
表
彰

候
補
者
の
件

第
四
号
議
案

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
の
理
事
会
後
正
会
員
二
十
一
名
の

入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
四
年
度
決
算
監
査
の
報
告

理
事
会
報
告

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
推

進
・
発
展
・
会
員
の
増
強
等
の
た
め
、
地

域
の
方
々
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

広
め
ま
し
ょ
う
。

　具
体
的
な
活
動
と
し
て

○

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
奉
仕
活
動
の
実
施

○

　リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
チ
ラ
シ
の
配
布

○

　安
全
・
適
正
就
業
を
基
盤
と
し
た
就

業
の
拡
大
と
会
員
増
強

○

　会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
運
動
の
実
施

○

　一
人
一
会
員
入
会
活
動
の
促
進

○

　会
員
に
よ
る
就
業
機
会
促
進

〇

　そ
の
他
の
普
及
啓
発
活
動
の
実
施

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
念

自
主
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
も
の

　
　
　
　
　と
し
て
考
え
ま
す

自
立
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
力
で

　
　
　
　
　育
て
ま
す

共
働
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
共
に
仲
良
く

　
　
　
　
　働
き
ま
す

共
助
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
互
い
に
助
け

　
　
　
　
　合
い
ま
す

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

　去
る
、
六
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た

令
和
五
年
度
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の
定
時
総
会
に

お
い
て
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
支
援
要
請
の

議
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
に
伴
い
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
七
月

三
十
一
日（
月
）に
小
野
理
事
長
・
河
﨑
副

理
事
長
・
長
岡
常
務
理
事
が
前
田
市
長
及

び
香
川
市
議
会
議
長
へ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
支
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
要
請
活
動

前田市長への支援要請香川市議会議長への支援要請 理事長挨拶会場の風景

普及啓発
月間

　会
員
の
紹
介
で
一
般
の
方
が
入
会
し
た

場
合
、
紹
介
し
た
会
員
さ
ん
に
山
口
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
、
入

会
者
一
人
紹
介
に
つ
き
ク
オ
カ
ー
ド
又
は

イ
ズ
ミ
の
商
品
券
五
百
円
分
を
進
呈
致
し

ま
す
。

　申
込
み
方
法
は
、
会
員
紹
介
カ
ー
ド
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
会
希
望
の

方
が
入
会
受
付
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　当
セ
ン
タ
ー
の
粗
品
も
進
呈
い
た
し
ま

す
の
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員
紹

介
カ
ー
ド
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
随
時
郵
送
を
致
し
ま
す
。

＊
粗
品
の
進
呈
は
、
手
続
き
の
た
め
日
数

を
要
し
ま
す
。
準
備
が
出
来
次
第
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

会
員
紹
介
で
ク
オ
カ
ー
ド

　又
は 
イ
ズ
ミ
の
商
品
券
を
進
呈
！

　セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
入
会
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　六
十
才
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
あ
る

下
関
市
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
入
会
が
出

来
ま
す
。

　入
会
説
明
会
は
、
毎
月
第
二
・
三
の
水

曜
日
午
前
九
時
に
当
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務

所
の
二
階
研
修
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
説
明
会
は
、
約
二
時
間
程
度
で
す
）

　入
会
希
望
の
方
は
、
入
会
申
込
書
等
の

必
要
書
類（
入
会
説
明
会
時
に
配
布
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　十
月
に
入
会
さ
れ
る
方
の
年
度
会
費
は
、

次
年
度
か
ら
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
入
会
員
募
集
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事
業
推
進
委
員
会

　第
一
回
目
の
事
業
推
進
委
員
会
を
七
月

二
十
日（
木
）に
開
催
し
次
の
件
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

議
　題

○
運
転
業
務
に
お
け
る
運
転
従
事
者
の
継

続
就
業
に
つ
い
て

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　第
一
回
目
の
普
及
啓
発
推
進
委
員
会
を

八
月
三
十
日（
水
）に
開
催
し
次
の
件
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

議
　題

○
今
後
の
普
及
啓
発
活
動
に
つ
い
て

⑴
会
員
作
品
展
に
つ
い
て

　

　期
間

　十
月
十
二
〜
十
八
日

　
　
　
　（搬
入
十
一
日
・
搬
出
十
九
日
）

⑵
各
戸
の
チ
ラ
シ
配
布
活
動
に
つ
い
て

⑶
自
治
体
が
行
う
文
化
祭
時
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
配
布
活
動
に
つ
い
て

⑷
歩
こ
う
会
・
山
陽
地
域
第
四
地
区
清

掃
奉
仕
活
動
に
つ
い
て

⑸
そ
の
他（
広
告
の
掲
載
な
ど
）

　長
岡
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
両
議

案
の
説
明
後
、
監
査
に
あ
た
っ
た
田
口
監

事
か
ら
適
正
か
つ
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い

る
と
の
監
査
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
両
議
案
は
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

　公
益
社
団
法
人
下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に
関

す
る
規
程
の
一
部
改
正
の
決
議
の
件

　長
岡
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
か
ら
の
説

明
後
、
諮
っ
た
と
こ
ろ
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
五
年
度
定
時
総
会
を
六
月
二
日

（
金
）十
三
時
、
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス
・
エ

メ
ラ
ル
ド
の
間
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　総
会
は
、
開
会
の
こ
と
ば
に
つ
づ
き
、

参
加
者
全
員
で
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷

を
捧
げ
、
小
野
理
事
長
の
挨
拶
の
の
ち
、

在
籍
二
十
年
功
労
会
員
表
彰
・
在
籍
十
五

年
功
労
会
員
表
彰
・
在
籍
十
年
功
労
会
員

表
彰
、
安
全
標
語
優
秀
作
品
表
彰
の
表
彰

式
の
後
、
ご
来
賓
の
下
関
市
長

　前
田
晋

太
郎
様
、
下
関
市
議
会
議
長

　香
川
昌
則

様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
、
報
告
事
項
・
議
案
審
議

に
移
り
無
事
審
議
を
終
え
、
総
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
一
号

令
和
四
年
度
収
支
予
算
書
一
部
補
正
報

告
の
件

報
告
第
二
号

　令
和
五
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

報
告
第
三
号

　令
和
五
年
度
収
支
予
算
等
報
告
の
件

議
案
審
議

第
一
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

　令
和
四
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

令
和
五
年
度
定
時
総
会

令
和
五
年
度
定
時
総
会

在籍二十年功労会員表彰
代表者　松本　昭一郎 会員

安全標語優秀作品表彰
坂上　重蔵 会員

在籍十年功労会員表彰
代表者　石井　恒年 会員

在籍十五年功労会員表彰
代表者　熊野　榮治 会員

　四
月
二
十
一
日（
金
）に
令
和
四
年
度
の

決
算
監
査
を
行
い
ま
し
た
。
監
事
か
ら
計

算
書
類
・
事
業
報
告
と
も
適
正
で
あ
る
と

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　令
和
五
年
度
第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
報
告
事
項
・
議
案
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
日
　令
和
五
年
四
月
二
十
七
日（
木
）

報
告
事
項

　安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
報
告

議
案
審
議

第
一
号
議
案

令
和
四
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案

令
和
四
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

第
三
号
議
案

令
和
五
年
度
定
時
総
会
に
お
け
る
表
彰

候
補
者
の
件

第
四
号
議
案

新
入
会
員
承
認
の
件

前
回
の
理
事
会
後
正
会
員
二
十
一
名
の

入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
四
年
度
決
算
監
査
の
報
告

理
事
会
報
告

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
推

進
・
発
展
・
会
員
の
増
強
等
の
た
め
、
地

域
の
方
々
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

広
め
ま
し
ょ
う
。

　具
体
的
な
活
動
と
し
て

○

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
奉
仕
活
動
の
実
施

○

　リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
チ
ラ
シ
の
配
布

○

　安
全
・
適
正
就
業
を
基
盤
と
し
た
就

業
の
拡
大
と
会
員
増
強

○

　会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
運
動
の
実
施

○

　一
人
一
会
員
入
会
活
動
の
促
進

○

　会
員
に
よ
る
就
業
機
会
促
進

〇

　そ
の
他
の
普
及
啓
発
活
動
の
実
施

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
念

自
主
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
も
の

　
　
　
　
　と
し
て
考
え
ま
す

自
立
・
・
・
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
力
で

　
　
　
　
　育
て
ま
す

共
働
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
共
に
仲
良
く

　
　
　
　
　働
き
ま
す

共
助
・
・
・
私
た
ち
会
員
は
互
い
に
助
け

　
　
　
　
　合
い
ま
す

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

十
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

　事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」で
す
。

　去
る
、
六
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た

令
和
五
年
度
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の
定
時
総
会
に

お
い
て
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
支
援
要
請
の

議
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
に
伴
い
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
七
月

三
十
一
日（
月
）に
小
野
理
事
長
・
河
﨑
副

理
事
長
・
長
岡
常
務
理
事
が
前
田
市
長
及

び
香
川
市
議
会
議
長
へ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
支
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
・
市
議
会
議
長
へ
要
請
活
動

前田市長への支援要請香川市議会議長への支援要請 理事長挨拶会場の風景

普及啓発
月間

　会
員
の
紹
介
で
一
般
の
方
が
入
会
し
た

場
合
、
紹
介
し
た
会
員
さ
ん
に
山
口
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
、
入

会
者
一
人
紹
介
に
つ
き
ク
オ
カ
ー
ド
又
は

イ
ズ
ミ
の
商
品
券
五
百
円
分
を
進
呈
致
し

ま
す
。

　申
込
み
方
法
は
、
会
員
紹
介
カ
ー
ド
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
会
希
望
の

方
が
入
会
受
付
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　当
セ
ン
タ
ー
の
粗
品
も
進
呈
い
た
し
ま

す
の
で
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員
紹

介
カ
ー
ド
が
必
要
な
場
合
は
、
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
随
時
郵
送
を
致
し
ま
す
。

＊
粗
品
の
進
呈
は
、
手
続
き
の
た
め
日
数

を
要
し
ま
す
。
準
備
が
出
来
次
第
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

会
員
紹
介
で
ク
オ
カ
ー
ド

　又
は 

イ
ズ
ミ
の
商
品
券
を
進
呈
！

　セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
入
会
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　六
十
才
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
あ
る

下
関
市
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
入
会
が
出

来
ま
す
。

　入
会
説
明
会
は
、
毎
月
第
二
・
三
の
水

曜
日
午
前
九
時
に
当
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務

所
の
二
階
研
修
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
説
明
会
は
、
約
二
時
間
程
度
で
す
）

　入
会
希
望
の
方
は
、
入
会
申
込
書
等
の

必
要
書
類（
入
会
説
明
会
時
に
配
布
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　十
月
に
入
会
さ
れ
る
方
の
年
度
会
費
は
、

次
年
度
か
ら
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
入
会
員
募
集
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原
作
者（
椎
名
誠
）を
完
成
試
写
室
で
思

わ
ず
落
涙
さ
せ
た
と
言
わ
し
め
た「
山
田

洋
次
」の『
息
子
』（
平
成
三
年
制
作
）を
、

今
な
お
視
聴
し
て
い
る
。

　
山
田
洋
次
の
作
品
の「
テ
ー
マ
」は
常
に

「『
幸
せ
』と
は
」の
追
求
で
、
そ
れ
も
家
族

が
中
心
で
あ
る
。

　『
寅
さ
ん
』で
は
幸
せ
を
探
し
て
い
る

人
々
に
接
し
、
一
緒
に
悲
し
み
、
微
笑
み

か
け
る
。
自
分
も
、
妹
の
待
つ
柴
又
の
叔

父
夫
婦
の
団
子
屋
に
戻
っ
て
い
く
。
そ
し

て
家
族
愛
に
癒
さ
れ
て
再
び
旅
に
出
る
。

　『
息
子
』は
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
と

過
疎
を
背
景
に
、
現
代
の
親
子
の
あ
り
よ

う
を
考
え
る
作
品
で
あ
る
。
仕
事
で
東
京

暮
ら
し
の
息
子
た
ち
と
田
舎
で
一
人
住
ま

い
の
父
親
。
親
子
は
一
緒
に
住
む
こ
と
は

で
き
ず
、
か
つ
て
あ
っ
た
家
族
の
共
同
体

験
が
こ
の
国
で
は
幻
影（
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
）

に
な
っ
て
い
く
。「
息
子
」た
ち
の「
幸
せ
」

と
一
人
残
さ
れ
た
老
人
の「
幸
せ
」の
姿
を
、

リ
ア
ル
に
、
そ
し
て
優
し
く
主
張
す
る
秀

作
中
の
秀
作
で
あ
る
。

　
見
ど
こ
ろ
は
、
将
来
に
希
望
を
見
出
し

始
め
る
息
子
役
の
永
瀬
正
敏
と
恋
人
役
の

和
久
井
映
見
の
好
演
が
光
る
。
ラ
ス
ト
で

の
父
親
と
息
子
の
恋
人
と
の
対
面
シ
ー
ン

は
優
し
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
あ
ら
す
じ
を
印
象
に
残
っ
た
台
詞
で
み

て
み
る
。

〇
父
親
の
周
り
の
人
々
の
気
遣
い
に
対
し
て

父

　「
俺
は
自
分
の
始
末
は
自
分
で
つ

け
る
」

〇
長
男
夫
婦
の
立
場
と
苦
し
み

兄
嫁「
長
男
の
嫁
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

か
っ
た
」

〇
息
子
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
倉
庫
作
業
員

た
ち
の
会
話

（
幸
せ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
）

「
お
い
し
か
っ
た
」「
運
よ
く
」

「
感
心
し
た
」「
気
持
ち
い
い
」

「
お
か
し
か
っ
た
」「
笑
う
」

「
満
更
で
も
な
い
」

「
ビ
ー
ル
だ
、
ビ
ー
ル
だ
」

（
不
幸
せ
の
言
葉
）

「
心
細
い
」「
困
っ
た
よ
う
な
顔
」

「
誤
解
」「
曖
昧
な
薄
ら
笑
い
」

「
た
ま
ん
ね
え
」

〇
哲
夫（
次
男
）の
恋

「
い
い
で
は
ね
ー
か
、
聾
唖
の
人
、
そ

れ
が
ど
う
し
た
っ
て
い
う
ん
だ
、
俺
は

そ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
も
驚
き
は
し
ね

ん
だ
ぞ
」

〇
哲
夫
の
部
屋
で
対
面

哲
夫「
父
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
ち
ゃ
ん
た
ち

が
反
対
し
て
も
聞
か
な
い
ぞ
、
誰

が
な
ん
て
言
っ
た
っ
て
こ
の
人
を

嫁
っ
こ
に
す
る
ん
だ
か
ら
、
そ
の

決
心
は
絶
対
に
変
わ
ら
な
い
か
ら
、

父

　「
わ
か
っ
た
、
お
前
の
言
う
こ
と

は
よ
く
わ
か
る
。
こ
ん
な
め
ん
こ

い
娘
っ
こ
ー
ー
あ
り
が
と
う

映
画
散
歩
４

　

－『
幸
せ
』と
は

山
陽
地
域
　
石

　井

　恒

　年

①
先
輩
方
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

活
躍
し
て
い
る
の
を
見
て
、
趣
味
を
充

実
さ
せ
る
元
手
が
得
ら
れ
、
あ
え
て
健

康
の
た
め
の
運
動
を
し
な
く
て
も
就
労

が
健
康
維
持
に
つ
な
が
り
ま
さ
に
一
石

二
鳥
と
思
っ
た
。

②
人
と
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
又
、
毎
日
を
大
切
に
し
て
人
生
を
楽

し
く
生
き
て
い
る
事
を
実
感
す
る
事
。

③
多
種
多
様
な
方
々
と
の
出
会
い
の
中
で
、

貴
重
な
経
験
談
を
聞
け
た
の
も
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
事
。

　
年
を
重
ね
て
も
進
化
し
続
け
た
い
人
生

の
糧
に
し
た
い
と
思
う
。

山
陽
地
域
　
坂

　本

　
　
　登

①
定
年
退
職
し
て
丸
二
年
、
自
宅
に
引
き

こ
も
り
毎
日
テ
レ
ビ
の
子
守
り
。
こ
れ

で
は
呆
け
て
し
ま
う
と
心
機
一
転
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
門
を
叩
き
、

現
在
の
職
場
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

②
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
宿
直
の
仕
事
を
し
て
お

り
ま
す
。
コ
ー
ル
が
あ
っ
た
際
の
対
応

や
、
屋
内
巡
回
な
ど
行
な
い
ま
す
が
、

第
一
に
入
居
者
に
異
常
が
な
い
か
心
掛

け
て
い
ま
す
。
自
分
の
仕
事
に
責
任
を

も
っ
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

③
職
場
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
無
事
10
年

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様

の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

で
は
仕
事
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
卓
球
と
人

生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
気
力
、
能
力

を
維
持
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い

所
存
で
す
。

北
部
地
域
　
篠

　原

　和

　男

①
火
の
山
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
清
掃
に
就
業

さ
れ
て
い
る
松
浦
正
興
さ
ん
の
紹
介
で

す
。

②
火
の
山
は
、
観
光
客
の
玄
関
口
、
火
の

山
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
で
、
関
門
海
峡
の
パ

ノ
ラ
マ
を
満
喫
出
来
る
よ
う
道
路
掃
除

で
、
事
故
無
く
帰
宅
を
願
う
。

③
10
年
は
、
色
々
な
方
々
に
出
会
え
た
し

勉
強
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

彦
島
地
域
　
清

　水

　信

　夫

①
定
年
退
職
後
、
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
Ｔ
Ｅ

Ｌ
が
有
り
、
そ
の
後
入
会
手
続
を
経
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
お
金

に
な
ら
な
く
て
も
何
か
を
や
ら
な
く
て

は
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
タ
イ
ミ
ン

グ
良
く
自
分
の
気
持
ち
と
一
致
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

②
健
康
と
感
謝
と
思
い
ま
す
。
故
ア
ン
ト

ニ
オ
猪
木
さ
ん
の
フ
レ
ー
ズ
に「
元
気

が
あ
れ
ば
何
で
も
出
来
る
。
元
気
が
な

く
て
も
何
と
か
な
る
。」私
は
こ
の
フ

レ
ー
ズ
が
好
き
で
、
他
人
に
も
語
り
掛

け
て
喜
ん
で
笑
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

③
大
筋
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
特
徴
が
わ

か
っ
て
来
ま
す
。
や
は
り
思
う
こ
と
は
、

団
体
行
動
で
あ
り
共
同
体
で
あ
り
ま
す
。

人
は
誰
も
長
所
と
短
所
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
好
き
嫌
い
な
く
、

誰
と
で
も
平
等
に
話
せ
る
環
境
に
あ
り

た
い
で
す
。

豊
田
地
域
　
由

　良

　
　
　浩

①
退
職
後
、
ま
だ
何
か
自
分
で
も
出
来
る

こ
と
は
な
い
か
と
入
会
し
た
。

②
仲
間
と
酒
・
歌
を
楽
し
み
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
こ
と
。

③
⑴
私
は
主
に
、
草
刈
作
業
を
し
て
い
ま

す
が
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今

ま
で
み
た
い
に
作
業
が
出
来
る
か
心

配
で
す
。

　
⑵
豊
田
地
区
の
農
地
の
荒
廃
が
進
ん
で

い
る
こ
と
。

会
員
の
広
場

会
員
の
広
場

①
入
会
動
機
は
？

②
日
頃
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

③
十
年
在
籍
し
て
思
う
こ
と
は
？

題　目 　多
年
功
労
賞
受
賞
者（
在
籍
十

年
功
労
会
員
表
彰
）の
方
々
に
聞

き
ま
し
た
。

〇
哲
夫
、
ま
さ
子
を
送
っ
て
い
く

哲
夫
と
ま
さ
子「〝
お
れ
、
一
生
懸
命

だ
っ
た
〞そ
う
か
、父
ち
ゃ
ん
と
俺
、

顔
が
似
て
な
い
、
ず
っ
と
二
枚
目

か
、
親
父
の
方
が
！
」

〇
再
び
哲
夫
の
部
屋（
父
親
と
の
会
話
）

父

　「
哲
夫
、
向
こ
う
の
両
親
の
所
に

は
い
つ
挨
拶
行
け
ば
い
い
ん
だ
」

「
岩
手
の
家
に
呼
ん
で
お
披
露
目

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
な
あ
。

ビ
ー
ル
出
せ
」

父

　「
お
父
さ

ん
、
歌
こ
、

歌
う
べ
お

前
、
俺
の

歌
聞
い
た

こ
と
が
な

か
ろ
う
が
」

歌
い
だ
す
。

「
い
き
な

く
ろ
べ
い
・

お
富
さ
ん

♪
」

〇
父
親
、
岩
手
に
戻
る

近
所
の
爺「
息
子
さ
、
会
っ
て
き
た
か
」

「
し
あ
わ
せ
だ
な
あ
、
お
前
は
」

〇
か
っ
て
の
家
族
全
員
の
幻
影
画
面（
共

同
体
験
）

家
族
全
員
揃
っ
て
い
る
光
景
が
展
開
す

る
。
東
京
へ
の
出
稼
ぎ
か
ら
戻
っ
た
時

の
光
景
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
映
画
の
主
題「
幸
せ
と

は
」の
解
答
は「
家
族
」で
あ
る
。
是
非
、

観
て
く
だ
さ
い
。

山
陰
地
域　
伊
東

　靖
人
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フレンドリーショップのお知らせ
会員限定特典付きのお店の一覧
※会員証を来店時にご提示して、特典が受付け可能かどうかご確認してください。
　協力店は随時更新中です。

特典内容の詳細についてはホームページを参照してください

《留意点》会計時にお伝えしても対応できないお店あるかと思います。
来店時に確認をするようにしてください。

１ ㈲浜寿司　
 綾羅木本町３丁目１３－5
2 ふくふく健康まぁじゃん
 一の宮卸本町３ー３

3 ㈲有馬設備工業内　有馬水産
 幸町１－２
4 ラーメンハウス一龍軒　
 唐戸町２－１７

5 ふく・長州料理KATSUMOTO
 田中町８－１１
6 ㈲藤本種苗園　
 田中町６－１９

7 ㈱村田実商店／本社・工場・売店
 大字福江７０３－１

8 ㈱村田実商店／本店(安岡駅前)
 安岡駅前１－９－１５
9 ㈱村田実商店／できたて屋　秋根北町店
 秋根北町４－１

１0 ㈲西河リビングセンター
 豊前田町２－６－１８
１1 岸砿油㈱東大和町SS
 東大和町１－４－１

１2 ㈲大島屋金物店　
 幸町２－１
１3 ベルベル・ソル　
 王司上町２－１－１５

１4 太平楽（本店）　
 岬之町１６－１１

下関市シルバー人材センター

会員さんの携帯電話にショートメッセージ（SMS）※で 
その都度センターからのお知らせを送信いたします。※携帯電話番号を用いた

　短文でのメッセージ

■ ショートメッセージ受信可能な携帯電話
●スマートフォン
●ガラケー（従来のフィーチャーフォン）

本文内のURLをクリッ
クいただくことでメッ
セージをご確認いただ
けたか否かが分かりま
す。ご協力の程、宜し
くお願い致します。■ 想定メッセージ内容

●お知らせ、緊急連絡
●就業募集
●個別のご連絡　など

■ ショートメッセージ送信元の番号について
●NTT docomo、au、楽天モバイルをお持ちの方：050-5491-4105からメッセージが届きます。
●Softbank、Y!mobileをお持ちの方：242244からメッセージが届きます。
センターからのメッセージは必ず上記番号から届きますので、ご安心ください。
アドレス帳に登録いただくと便利です。上記番号には電話やメッセージ返信をいただいても届きません。
一部キャリア（SoftBank、Y!mobile、楽天モバイル）や機種によっては返信できたように見えますが、実際には返信できておらず、送信料も発生致しません。

ご注意事項
●メッセージの受信には料金はかかりません。
●携帯電話のご契約プラン（無料通信分が全く無い場合など）によっては、メッセージ本文内のURLをクリックするとパケット通信料実費が発生する場合がございます。

事務局に携帯電話番号を
伝えていない会員さんへ

お手数ですが携帯電話番号の登録を事務局
までお願い致します。



　
原
作
者（
椎
名
誠
）を
完
成
試
写
室
で
思

わ
ず
落
涙
さ
せ
た
と
言
わ
し
め
た「
山
田

洋
次
」の『
息
子
』（
平
成
三
年
制
作
）を
、

今
な
お
視
聴
し
て
い
る
。

　
山
田
洋
次
の
作
品
の「
テ
ー
マ
」は
常
に

「『
幸
せ
』と
は
」の
追
求
で
、
そ
れ
も
家
族

が
中
心
で
あ
る
。

　『
寅
さ
ん
』で
は
幸
せ
を
探
し
て
い
る

人
々
に
接
し
、
一
緒
に
悲
し
み
、
微
笑
み

か
け
る
。
自
分
も
、
妹
の
待
つ
柴
又
の
叔

父
夫
婦
の
団
子
屋
に
戻
っ
て
い
く
。
そ
し

て
家
族
愛
に
癒
さ
れ
て
再
び
旅
に
出
る
。

　『
息
子
』は
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
と

過
疎
を
背
景
に
、
現
代
の
親
子
の
あ
り
よ

う
を
考
え
る
作
品
で
あ
る
。
仕
事
で
東
京

暮
ら
し
の
息
子
た
ち
と
田
舎
で
一
人
住
ま

い
の
父
親
。
親
子
は
一
緒
に
住
む
こ
と
は

で
き
ず
、
か
つ
て
あ
っ
た
家
族
の
共
同
体

験
が
こ
の
国
で
は
幻
影（
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
）

に
な
っ
て
い
く
。「
息
子
」た
ち
の「
幸
せ
」

と
一
人
残
さ
れ
た
老
人
の「
幸
せ
」の
姿
を
、

リ
ア
ル
に
、
そ
し
て
優
し
く
主
張
す
る
秀

作
中
の
秀
作
で
あ
る
。

　
見
ど
こ
ろ
は
、
将
来
に
希
望
を
見
出
し

始
め
る
息
子
役
の
永
瀬
正
敏
と
恋
人
役
の

和
久
井
映
見
の
好
演
が
光
る
。
ラ
ス
ト
で

の
父
親
と
息
子
の
恋
人
と
の
対
面
シ
ー
ン

は
優
し
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
あ
ら
す
じ
を
印
象
に
残
っ
た
台
詞
で
み

て
み
る
。

〇
父
親
の
周
り
の
人
々
の
気
遣
い
に
対
し
て

父

　「
俺
は
自
分
の
始
末
は
自
分
で
つ

け
る
」

〇
長
男
夫
婦
の
立
場
と
苦
し
み

兄
嫁「
長
男
の
嫁
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

か
っ
た
」

〇
息
子
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
倉
庫
作
業
員

た
ち
の
会
話

（
幸
せ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
）

「
お
い
し
か
っ
た
」「
運
よ
く
」

「
感
心
し
た
」「
気
持
ち
い
い
」

「
お
か
し
か
っ
た
」「
笑
う
」

「
満
更
で
も
な
い
」

「
ビ
ー
ル
だ
、
ビ
ー
ル
だ
」

（
不
幸
せ
の
言
葉
）

「
心
細
い
」「
困
っ
た
よ
う
な
顔
」

「
誤
解
」「
曖
昧
な
薄
ら
笑
い
」

「
た
ま
ん
ね
え
」

〇
哲
夫（
次
男
）の
恋

「
い
い
で
は
ね
ー
か
、
聾
唖
の
人
、
そ

れ
が
ど
う
し
た
っ
て
い
う
ん
だ
、
俺
は

そ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
も
驚
き
は
し
ね

ん
だ
ぞ
」

〇
哲
夫
の
部
屋
で
対
面

哲
夫「
父
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
ち
ゃ
ん
た
ち

が
反
対
し
て
も
聞
か
な
い
ぞ
、
誰

が
な
ん
て
言
っ
た
っ
て
こ
の
人
を

嫁
っ
こ
に
す
る
ん
だ
か
ら
、
そ
の

決
心
は
絶
対
に
変
わ
ら
な
い
か
ら
、

父

　「
わ
か
っ
た
、
お
前
の
言
う
こ
と

は
よ
く
わ
か
る
。
こ
ん
な
め
ん
こ

い
娘
っ
こ
ー
ー
あ
り
が
と
う

映
画
散
歩
４

　

－『
幸
せ
』と
は

山
陽
地
域
　
石

　井

　恒

　年

①
先
輩
方
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

活
躍
し
て
い
る
の
を
見
て
、
趣
味
を
充

実
さ
せ
る
元
手
が
得
ら
れ
、
あ
え
て
健

康
の
た
め
の
運
動
を
し
な
く
て
も
就
労

が
健
康
維
持
に
つ
な
が
り
ま
さ
に
一
石

二
鳥
と
思
っ
た
。

②
人
と
の
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
又
、
毎
日
を
大
切
に
し
て
人
生
を
楽

し
く
生
き
て
い
る
事
を
実
感
す
る
事
。

③
多
種
多
様
な
方
々
と
の
出
会
い
の
中
で
、

貴
重
な
経
験
談
を
聞
け
た
の
も
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
事
。

　
年
を
重
ね
て
も
進
化
し
続
け
た
い
人
生

の
糧
に
し
た
い
と
思
う
。

山
陽
地
域
　
坂

　本

　
　
　登

①
定
年
退
職
し
て
丸
二
年
、
自
宅
に
引
き

こ
も
り
毎
日
テ
レ
ビ
の
子
守
り
。
こ
れ

で
は
呆
け
て
し
ま
う
と
心
機
一
転
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
門
を
叩
き
、

現
在
の
職
場
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

②
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
宿
直
の
仕
事
を
し
て
お

り
ま
す
。
コ
ー
ル
が
あ
っ
た
際
の
対
応

や
、
屋
内
巡
回
な
ど
行
な
い
ま
す
が
、

第
一
に
入
居
者
に
異
常
が
な
い
か
心
掛

け
て
い
ま
す
。
自
分
の
仕
事
に
責
任
を

も
っ
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

③
職
場
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
無
事
10
年

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様

の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

で
は
仕
事
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
卓
球
と
人

生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
気
力
、
能
力

を
維
持
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い

所
存
で
す
。

北
部
地
域
　
篠

　原

　和

　男

①
火
の
山
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
清
掃
に
就
業

さ
れ
て
い
る
松
浦
正
興
さ
ん
の
紹
介
で

す
。

②
火
の
山
は
、
観
光
客
の
玄
関
口
、
火
の

山
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
で
、
関
門
海
峡
の
パ

ノ
ラ
マ
を
満
喫
出
来
る
よ
う
道
路
掃
除

で
、
事
故
無
く
帰
宅
を
願
う
。

③
10
年
は
、
色
々
な
方
々
に
出
会
え
た
し

勉
強
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

彦
島
地
域
　
清

　水

　信

　夫

①
定
年
退
職
後
、
セ
ン
タ
ー
側
か
ら
Ｔ
Ｅ

Ｌ
が
有
り
、
そ
の
後
入
会
手
続
を
経
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
お
金

に
な
ら
な
く
て
も
何
か
を
や
ら
な
く
て

は
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
タ
イ
ミ
ン

グ
良
く
自
分
の
気
持
ち
と
一
致
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

②
健
康
と
感
謝
と
思
い
ま
す
。
故
ア
ン
ト

ニ
オ
猪
木
さ
ん
の
フ
レ
ー
ズ
に「
元
気

が
あ
れ
ば
何
で
も
出
来
る
。
元
気
が
な

く
て
も
何
と
か
な
る
。」私
は
こ
の
フ

レ
ー
ズ
が
好
き
で
、
他
人
に
も
語
り
掛

け
て
喜
ん
で
笑
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

③
大
筋
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
特
徴
が
わ

か
っ
て
来
ま
す
。
や
は
り
思
う
こ
と
は
、

団
体
行
動
で
あ
り
共
同
体
で
あ
り
ま
す
。

人
は
誰
も
長
所
と
短
所
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
好
き
嫌
い
な
く
、

誰
と
で
も
平
等
に
話
せ
る
環
境
に
あ
り

た
い
で
す
。

豊
田
地
域
　
由

　良

　
　
　浩

①
退
職
後
、
ま
だ
何
か
自
分
で
も
出
来
る

こ
と
は
な
い
か
と
入
会
し
た
。

②
仲
間
と
酒
・
歌
を
楽
し
み
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
こ
と
。

③
⑴
私
は
主
に
、
草
刈
作
業
を
し
て
い
ま

す
が
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今

ま
で
み
た
い
に
作
業
が
出
来
る
か
心

配
で
す
。

　
⑵
豊
田
地
区
の
農
地
の
荒
廃
が
進
ん
で

い
る
こ
と
。

会
員
の
広
場

会
員
の
広
場

①
入
会
動
機
は
？

②
日
頃
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

③
十
年
在
籍
し
て
思
う
こ
と
は
？

題　目 　多
年
功
労
賞
受
賞
者（
在
籍
十

年
功
労
会
員
表
彰
）の
方
々
に
聞

き
ま
し
た
。

〇
哲
夫
、
ま
さ
子
を
送
っ
て
い
く

哲
夫
と
ま
さ
子「〝
お
れ
、
一
生
懸
命

だ
っ
た
〞そ
う
か
、父
ち
ゃ
ん
と
俺
、

顔
が
似
て
な
い
、
ず
っ
と
二
枚
目

か
、
親
父
の
方
が
！
」

〇
再
び
哲
夫
の
部
屋（
父
親
と
の
会
話
）

父

　「
哲
夫
、
向
こ
う
の
両
親
の
所
に

は
い
つ
挨
拶
行
け
ば
い
い
ん
だ
」

「
岩
手
の
家
に
呼
ん
で
お
披
露
目

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
な
あ
。

ビ
ー
ル
出
せ
」

父

　「
お
父
さ

ん
、
歌
こ
、

歌
う
べ
お

前
、
俺
の

歌
聞
い
た

こ
と
が
な

か
ろ
う
が
」

歌
い
だ
す
。

「
い
き
な

く
ろ
べ
い
・

お
富
さ
ん

♪
」

〇
父
親
、
岩
手
に
戻
る

近
所
の
爺「
息
子
さ
、
会
っ
て
き
た
か
」

「
し
あ
わ
せ
だ
な
あ
、
お
前
は
」

〇
か
っ
て
の
家
族
全
員
の
幻
影
画
面（
共

同
体
験
）

家
族
全
員
揃
っ
て
い
る
光
景
が
展
開
す

る
。
東
京
へ
の
出
稼
ぎ
か
ら
戻
っ
た
時

の
光
景
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
映
画
の
主
題「
幸
せ
と

は
」の
解
答
は「
家
族
」で
あ
る
。
是
非
、

観
て
く
だ
さ
い
。

山
陰
地
域　
伊
東

　靖
人

45

フレンドリーショップのお知らせ
会員限定特典付きのお店の一覧
※会員証を来店時にご提示して、特典が受付け可能かどうかご確認してください。
　協力店は随時更新中です。

特典内容の詳細についてはホームページを参照してください

《留意点》会計時にお伝えしても対応できないお店あるかと思います。
来店時に確認をするようにしてください。

１ ㈲浜寿司　
 綾羅木本町３丁目１３－5
2 ふくふく健康まぁじゃん
 一の宮卸本町３ー３

3 ㈲有馬設備工業内　有馬水産
 幸町１－２
4 ラーメンハウス一龍軒　
 唐戸町２－１７

5 ふく・長州料理KATSUMOTO
 田中町８－１１
6 ㈲藤本種苗園　
 田中町６－１９

7 ㈱村田実商店／本社・工場・売店
 大字福江７０３－１

8 ㈱村田実商店／本店(安岡駅前)
 安岡駅前１－９－１５
9 ㈱村田実商店／できたて屋　秋根北町店
 秋根北町４－１

１0 ㈲西河リビングセンター
 豊前田町２－６－１８
１1 岸砿油㈱東大和町SS
 東大和町１－４－１

１2 ㈲大島屋金物店　
 幸町２－１
１3 ベルベル・ソル　
 王司上町２－１－１５

１4 太平楽（本店）　
 岬之町１６－１１

下関市シルバー人材センター

会員さんの携帯電話にショートメッセージ（SMS）※で 
その都度センターからのお知らせを送信いたします。※携帯電話番号を用いた

　短文でのメッセージ

■ ショートメッセージ受信可能な携帯電話
●スマートフォン
●ガラケー（従来のフィーチャーフォン）

本文内のURLをクリッ
クいただくことでメッ
セージをご確認いただ
けたか否かが分かりま
す。ご協力の程、宜し
くお願い致します。■ 想定メッセージ内容

●お知らせ、緊急連絡
●就業募集
●個別のご連絡　など

■ ショートメッセージ送信元の番号について
●NTT docomo、au、楽天モバイルをお持ちの方：050-5491-4105からメッセージが届きます。
●Softbank、Y!mobileをお持ちの方：242244からメッセージが届きます。
センターからのメッセージは必ず上記番号から届きますので、ご安心ください。
アドレス帳に登録いただくと便利です。上記番号には電話やメッセージ返信をいただいても届きません。
一部キャリア（SoftBank、Y!mobile、楽天モバイル）や機種によっては返信できたように見えますが、実際には返信できておらず、送信料も発生致しません。

ご注意事項
●メッセージの受信には料金はかかりません。
●携帯電話のご契約プラン（無料通信分が全く無い場合など）によっては、メッセージ本文内のURLをクリックするとパケット通信料実費が発生する場合がございます。

事務局に携帯電話番号を
伝えていない会員さんへ

お手数ですが携帯電話番号の登録を事務局
までお願い致します。



地
区
長

北
部
地
域
第
一
地
区

　（
新
）水
ノ
江
　
立
彦
　（
旧
）城
臺
　
義
男

北
部
地
域
第
三
地
区

　（
新
）滝
本
　
好
紀

班
　長

北
部
地
域
第
一
地
区
第
一
班

　（
新
）山
本
　
キ
ヌ
エ
　（
旧
）朔
　
　
正
毅

北
部
地
域
第
一
地
区
第
二
班

　（
新
）水
ノ
江
　
立
彦
　（
旧
）城
臺
　
義
男

北
部
地
域
第
三
地
区
第
二
班

　（
新
）滝
本
　
好
紀
　

山
陽
地
域
第
四
地
区
第
四
班

　（
新
）坂
本
　
　
昇
　
　（
旧
）日
高
　
幹
雄

山
陰
地
域
第
四
地
区
第
二
班

　（
新
）西
田
　
雄
二
郎
　（
旧
）長
谷
　
　
久

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
域
の
地
区
長
・
班
長
の
交
代（
敬
称
略
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員

資
格
は「
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る

方
」で
す
。
健
康

管
理
は
、
就
業
す
る
た
め
の
基
本
で

す
。
市
の
健
康
診
査
や
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
実
施
し
て
い
る
健

康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

８月分

９月分

１０月分

１１月分

１２月分

９月２５日（月）

１０月２５日（水）

１１月２４日（金）

１２月２５日（月）

１月２５日（木）

就業月 振込日　
配
分
金
の
支
払
い
は
口
座
振
込
み
で
す
。

（
振
込
先
）

〔
本
部
〕西
中
国
信
用
金
庫

〔
豊
北
・
豊
浦
〕山
口
県
農
協
・
山
口
銀
行

〔
豊
田
・
菊
川
〕山
口
県
農
協

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報

の
使
用
を
セ
ン
タ
ー
の
事
業
・
運
営
・
会

議
・
行
事
・
講
習
会
・
広
報
紙
・
資
料
等

の
配
布
に
限
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
で
は
、
本
人
の
許
可
な
く
会

員
又
は
、
外
部
に
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

　
今
年
も
会
員
作
品
展
を
十
月
十
二
日

（
木
）か
ら
十
八
日（
水
）ま
で
の
七
日
間
、

長
府
庭
園
・
三
の
蔵
で
開
催
し
ま
す
。

　
作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
入
園
料

が
別
途
必
要
で
す
。

入
園
料
　

　
大
　
人
　
二
百
十
円（
高
校
生
以
上
）

　
子
　
供
　
　
　
百
円（
中
学
生
ま
で
）

　
下
関
市
内
及
び
北
九
州
市
内
在
住
で
六

十
五
歳
以
上
の
方
は
百
円
で
す
。

（
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
提
示

下
さ
い
）

入
園
時
間
　
九
時
〜
十
六
時
三
十
分

会
員
作
品
展

　
書
、
絵
画（
日
本
画
、
水
墨
画
、
油
絵
）、

手
工
芸
、
写
真
、
表
装
、
陶
芸
・
そ
の

他
作
品
の
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

　
十
月
十
一
日（
水
）申
込
は
、
普
及
啓

発
推
進
委
員
長
　
岡
村
喜
代
志（
〇
九

〇

－

一
一
八
四

－

六
一
四
一
）ま
で
、

た
だ
し
同
好
会
の
方
は
、
各
部
会
長
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

　
十
月
十
一
日（
水
）午
前
九
時
三
十
分
ま

で
に
長
府
庭
園
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
出

　
十
月
十
九
日（
木
）午
前
九
時
三
十
分

か
ら
作
業
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
必
ず

各
自
で
午
後
四
時
ま
で
に
作
品
の
搬
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

作
品
の
展
示
募
集

　
こ
の
度
、
同
好
会
歩
こ
う
会
会
長
・
山

陽
地
域
第
四
地
区
長
主
催
で
清
掃
奉
仕
活

動
を
行
い
ま
す
。
同
好
会
未
加
入
、
他
の

地
域
の
会
員
か
ら
の
参
加
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

実
施
日
　
十
月
二
十
二
日（
日
）

集
合
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分

集
合
場
所
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
長
府
店
駐
車
場

奉
仕
活
動
の
範
囲

　
　
長
府
才
川
〜
乃
木
浜
総
合
公
園

　
　
乃
木
浜
総
合
公
園
で
解
散

参
加
締
切
　
十
月
九
日（
月
）

申
込
先

　
同
好
会
歩
こ
う
会
　会
長
　岡
村
喜
代
志

　
電
話
　
〇
九
〇

－

一
一
八
四

－

六
一
四
一

（
同
好
会
・
他
の
地
域
か
ら
の
ご
参
加

は
、
岡
村
会
長
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　
山
陽
地
域
第
四
地
区
長
　
村
上
　
博
司

　
電
話
　
二
四
八

－

〇
一
七
一

清
掃
奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

豊
北
地
区
班
長
会
議
の
開
催

　
四
月
十
八
日（
火
）に
豊
北
事
務
所
の
隣

の
会
議
室
に
て
豊
北
地
域
の
地
区
班
長
が

集
ま
り
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

議
　題

•
新
年
度
の
体
制
に
つ
い
て

•
就
業
実
績
及
び
今
年
度
目
標
に
つ
い
て

•
事
業
所
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
会
長
表
彰

　
六
月
二
十
日（
火
）に
行
わ
れ
た（
公
社
）

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

定
時
総
会
に
お
い
て
、
会
長
表
彰
で
セ
ン

タ
ー
事
業
貢
献
役
員
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー

の
竹
田
賢
海
理
事
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
で
従
来

の
お
支
払
い
方
法（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
・
ゆ
う
ち
ょ

Ｐ
ａ
ｙ
・
フ
ァ
ミ
ペ
イ
・
楽
天
銀
行
支
払

サ
ー
ビ
ス
）に
加
え
、Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
・
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
で
の
お
支
払
い
が
可
能
と

な
り
、
払
込
手
数
料
・
お
支
払
い
上
限
額

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
お
支
払
い
上
限
額

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
　
四
九
，九
九
九
円

　
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
　
　
　
　
　
三
十
万
円

〇
払
込
手
数
料（
発
注
者
様
負
担
額
）

　
支
払
金
額
一
万
円
未
満
　
　
六
十
六
円

　
支
払
金
額
一
万
円
以
上
　
　
　
百
十
円

請
求
書
の
お
支
払
い
が

　
Ｐａｙ
Ｐａｙ
・Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐａｙ
か
ら

　
　
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す

　
就
業
等
に
関
し
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
就
業
相
談
窓
口
は
、
予
約
制
な
の
で
開

催
日
の
前
日
ま
で
に
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

相
談
日
　毎
月
一
回（
第
四
水
曜
日
）

場
　所
　各
事
務
所

就
業
相
談
窓
口

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
関
に
お
い
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

【
開
設
日
程
】　
毎
月
、
第
三
金
曜
日

　
開
設
時
間
は
、
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

入
会
相
談
窓
口
開
設

広
報
紙
に
記
事
を
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か

　
健
康
・
体
験
談
・
就
業
・
同
好
会
・
趣

味
・
安
全
に
つ
い
て
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
の
編
集
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
委
員
の
方
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
へ

　
令
和
四
年
四
月
か
ら
配
分
金
の
振
込
に

つ
い
て
振
込
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

西
中
国
信
用
金
庫
へ
振
込
先
の
変
更
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
西
中
国
信
用
金

庫
の
通
帳（
本
人
名
義
に
限
る
）を
用
意
し

て
い
た
だ
き
、
事
務
局
総
務
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
二
六
七

－

五
九
〇
〇
）

　
新
規
に
通
帳
を
作
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
西
中
国
信
用
金
庫
の
窓
口
で
会
員
証
と

身
分
証
明
書
を
提
示
し
て「
配
分
金
の
振

込
み
の
た
め
通
帳
を
作
り
た
い
」と
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

正
会
員
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
令
和
五
年
度
の
正
会
員
会
費
を
未
納
の

会
員
さ
ん
は
、
至
急
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
豊
北
・
豊
浦
・
豊
田
・
菊
川
事

務
所
管
内
の
登
録
会
員
さ
ん
は
、
各
事
務

所
に
て
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
分
金
振
込
日

＊配分金には、消費税が含まれ
　ています

　
七
月
二
十
五
日（
火
）十
三
時
か
ら
海
峡

メ
ッ
セ
下
関
に
て
、（
公
社
）山
口
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
高
齢
者
活
躍

人
材
確
保
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
お
し

ご
と
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
入
会
者
は
、
五
名
で
し
た
。

お
し
ご
と
説
明
会
の
開
催

就
業
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
に
つ
い
て

　
就
業
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
、
緊
急

時
に
限
り
発
注
者
に
了
解
を
得
て
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

作
業
内
容
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は

　
発
注
者
の
意
向
で
作
業
内
容
の
変
更
・

追
加
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
事
務
局
担

当
者
へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆ これからの技能研修・講習会の予定 ◆
区分

剪定

草刈

下関市立勝山中学校
（作業安全講習及び実技）

彦島田の首町市有地
（草刈講習及び実技）

25人

20人

実施日時

令和5年11月16日㈭
9時～13時

（雨天の場合は未定）
令和5年11月1日㈬

令和5年11月6日㈪
令和5年11月21日㈫
9時～12時

（雨天の場合は翌日に延期）

開催予定場所 対象者 定員 申込期限

剪定就業者
及び
一般市民

草刈就業者
及び
一般市民

（申し込みは、電話にて事務局へ）

　
仕
事
が
完
了
し
ま
し
た
ら
速
や
か

に
就
業
報
告
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

遅
く
て
も
翌
月
の
3
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
、
日
数
を
要
す
る

の
で
遅
く
て
も
月
末

ま
で
に
は
、
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
、
電
話
番
号
を
変
更
し
た
場
合

は
、
必
ず
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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地
区
長

北
部
地
域
第
一
地
区

　（
新
）水
ノ
江
　
立
彦
　（
旧
）城
臺
　
義
男

北
部
地
域
第
三
地
区

　（
新
）滝
本
　
好
紀

班
　長

北
部
地
域
第
一
地
区
第
一
班

　（
新
）山
本
　
キ
ヌ
エ
　（
旧
）朔
　
　
正
毅

北
部
地
域
第
一
地
区
第
二
班

　（
新
）水
ノ
江
　
立
彦
　（
旧
）城
臺
　
義
男

北
部
地
域
第
三
地
区
第
二
班

　（
新
）滝
本
　
好
紀
　

山
陽
地
域
第
四
地
区
第
四
班

　（
新
）坂
本
　
　
昇
　
　（
旧
）日
高
　
幹
雄

山
陰
地
域
第
四
地
区
第
二
班

　（
新
）西
田
　
雄
二
郎
　（
旧
）長
谷
　
　
久

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
域
の
地
区
長
・
班
長
の
交
代（
敬
称
略
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員

資
格
は「
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る

方
」で
す
。
健
康

管
理
は
、
就
業
す
る
た
め
の
基
本
で

す
。
市
の
健
康
診
査
や
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
実
施
し
て
い
る
健

康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

８月分

９月分

１０月分

１１月分

１２月分

９月２５日（月）

１０月２５日（水）

１１月２４日（金）

１２月２５日（月）

１月２５日（木）

就業月 振込日　
配
分
金
の
支
払
い
は
口
座
振
込
み
で
す
。

（
振
込
先
）

〔
本
部
〕西
中
国
信
用
金
庫

〔
豊
北
・
豊
浦
〕山
口
県
農
協
・
山
口
銀
行

〔
豊
田
・
菊
川
〕山
口
県
農
協

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
個
人
情
報

の
使
用
を
セ
ン
タ
ー
の
事
業
・
運
営
・
会

議
・
行
事
・
講
習
会
・
広
報
紙
・
資
料
等

の
配
布
に
限
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
で
は
、
本
人
の
許
可
な
く
会

員
又
は
、
外
部
に
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

　
今
年
も
会
員
作
品
展
を
十
月
十
二
日

（
木
）か
ら
十
八
日（
水
）ま
で
の
七
日
間
、

長
府
庭
園
・
三
の
蔵
で
開
催
し
ま
す
。

　
作
品
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、
入
園
料

が
別
途
必
要
で
す
。

入
園
料
　

　
大
　
人
　
二
百
十
円（
高
校
生
以
上
）

　
子
　
供
　
　
　
百
円（
中
学
生
ま
で
）

　
下
関
市
内
及
び
北
九
州
市
内
在
住
で
六

十
五
歳
以
上
の
方
は
百
円
で
す
。

（
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
提
示

下
さ
い
）

入
園
時
間
　
九
時
〜
十
六
時
三
十
分

会
員
作
品
展

　
書
、
絵
画（
日
本
画
、
水
墨
画
、
油
絵
）、

手
工
芸
、
写
真
、
表
装
、
陶
芸
・
そ
の

他
作
品
の
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

　
十
月
十
一
日（
水
）申
込
は
、
普
及
啓

発
推
進
委
員
長
　
岡
村
喜
代
志（
〇
九

〇

－

一
一
八
四

－

六
一
四
一
）ま
で
、

た
だ
し
同
好
会
の
方
は
、
各
部
会
長
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

　
十
月
十
一
日（
水
）午
前
九
時
三
十
分
ま

で
に
長
府
庭
園
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
出

　
十
月
十
九
日（
木
）午
前
九
時
三
十
分

か
ら
作
業
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
必
ず

各
自
で
午
後
四
時
ま
で
に
作
品
の
搬
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

作
品
の
展
示
募
集

　
こ
の
度
、
同
好
会
歩
こ
う
会
会
長
・
山

陽
地
域
第
四
地
区
長
主
催
で
清
掃
奉
仕
活

動
を
行
い
ま
す
。
同
好
会
未
加
入
、
他
の

地
域
の
会
員
か
ら
の
参
加
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

実
施
日
　
十
月
二
十
二
日（
日
）

集
合
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分

集
合
場
所
　
ゆ
め
タ
ウ
ン
長
府
店
駐
車
場

奉
仕
活
動
の
範
囲

　
　
長
府
才
川
〜
乃
木
浜
総
合
公
園

　
　
乃
木
浜
総
合
公
園
で
解
散

参
加
締
切
　
十
月
九
日（
月
）

申
込
先

　
同
好
会
歩
こ
う
会
　会
長
　岡
村
喜
代
志

　
電
話
　
〇
九
〇

－

一
一
八
四

－

六
一
四
一

（
同
好
会
・
他
の
地
域
か
ら
の
ご
参
加

は
、
岡
村
会
長
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　
山
陽
地
域
第
四
地
区
長
　
村
上
　
博
司

　
電
話
　
二
四
八

－

〇
一
七
一

清
掃
奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

豊
北
地
区
班
長
会
議
の
開
催

　
四
月
十
八
日（
火
）に
豊
北
事
務
所
の
隣

の
会
議
室
に
て
豊
北
地
域
の
地
区
班
長
が

集
ま
り
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

議
　題

•
新
年
度
の
体
制
に
つ
い
て

•
就
業
実
績
及
び
今
年
度
目
標
に
つ
い
て

•
事
業
所
へ
の
要
望
等
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
会
長
表
彰

　
六
月
二
十
日（
火
）に
行
わ
れ
た（
公
社
）

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

定
時
総
会
に
お
い
て
、
会
長
表
彰
で
セ
ン

タ
ー
事
業
貢
献
役
員
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー

の
竹
田
賢
海
理
事
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
で
従
来

の
お
支
払
い
方
法（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
・
ゆ
う
ち
ょ

Ｐ
ａ
ｙ
・
フ
ァ
ミ
ペ
イ
・
楽
天
銀
行
支
払

サ
ー
ビ
ス
）に
加
え
、Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
・
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
で
の
お
支
払
い
が
可
能
と

な
り
、
払
込
手
数
料
・
お
支
払
い
上
限
額

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
お
支
払
い
上
限
額

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
　
四
九
，九
九
九
円

　
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
　
　
　
　
　
三
十
万
円

〇
払
込
手
数
料（
発
注
者
様
負
担
額
）

　
支
払
金
額
一
万
円
未
満
　
　
六
十
六
円

　
支
払
金
額
一
万
円
以
上
　
　
　
百
十
円

請
求
書
の
お
支
払
い
が

　
Ｐａｙ
Ｐａｙ
・Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐａｙ
か
ら

　
　
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す

　
就
業
等
に
関
し
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
就
業
相
談
窓
口
は
、
予
約
制
な
の
で
開

催
日
の
前
日
ま
で
に
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

相
談
日
　毎
月
一
回（
第
四
水
曜
日
）

場
　所
　各
事
務
所

就
業
相
談
窓
口

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
関
に
お
い
て
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

【
開
設
日
程
】　
毎
月
、
第
三
金
曜
日

　
開
設
時
間
は
、
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

入
会
相
談
窓
口
開
設

広
報
紙
に
記
事
を
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か

　
健
康
・
体
験
談
・
就
業
・
同
好
会
・
趣

味
・
安
全
に
つ
い
て
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
の
編
集
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
委
員
の
方
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
へ

　
令
和
四
年
四
月
か
ら
配
分
金
の
振
込
に

つ
い
て
振
込
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
ご
利
用
の
会
員
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

西
中
国
信
用
金
庫
へ
振
込
先
の
変
更
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
西
中
国
信
用
金

庫
の
通
帳（
本
人
名
義
に
限
る
）を
用
意
し

て
い
た
だ
き
、
事
務
局
総
務
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
二
六
七

－

五
九
〇
〇
）

　
新
規
に
通
帳
を
作
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
西
中
国
信
用
金
庫
の
窓
口
で
会
員
証
と

身
分
証
明
書
を
提
示
し
て「
配
分
金
の
振

込
み
の
た
め
通
帳
を
作
り
た
い
」と
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

正
会
員
の
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
令
和
五
年
度
の
正
会
員
会
費
を
未
納
の

会
員
さ
ん
は
、
至
急
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
豊
北
・
豊
浦
・
豊
田
・
菊
川
事

務
所
管
内
の
登
録
会
員
さ
ん
は
、
各
事
務

所
に
て
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
分
金
振
込
日

＊配分金には、消費税が含まれ
　ています

　
七
月
二
十
五
日（
火
）十
三
時
か
ら
海
峡

メ
ッ
セ
下
関
に
て
、（
公
社
）山
口
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
高
齢
者
活
躍

人
材
確
保
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
お
し

ご
と
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
入
会
者
は
、
五
名
で
し
た
。

お
し
ご
と
説
明
会
の
開
催

就
業
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
に
つ
い
て

　
就
業
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
、
緊
急

時
に
限
り
発
注
者
に
了
解
を
得
て
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

作
業
内
容
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は

　
発
注
者
の
意
向
で
作
業
内
容
の
変
更
・

追
加
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
事
務
局
担

当
者
へ
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆ これからの技能研修・講習会の予定 ◆
区分

剪定

草刈

下関市立勝山中学校
（作業安全講習及び実技）

彦島田の首町市有地
（草刈講習及び実技）

25人

20人

実施日時

令和5年11月16日㈭
9時～13時

（雨天の場合は未定）
令和5年11月1日㈬

令和5年11月6日㈪
令和5年11月21日㈫
9時～12時

（雨天の場合は翌日に延期）

開催予定場所 対象者 定員 申込期限

剪定就業者
及び
一般市民

草刈就業者
及び
一般市民

（申し込みは、電話にて事務局へ）

　
仕
事
が
完
了
し
ま
し
た
ら
速
や
か

に
就
業
報
告
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

遅
く
て
も
翌
月
の
3
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
、
日
数
を
要
す
る

の
で
遅
く
て
も
月
末

ま
で
に
は
、
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
、
電
話
番
号
を
変
更
し
た
場
合

は
、
必
ず
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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伝説の海峡伝説の海峡

第
149
号

　令
和
5
年
9
月
15
日

　編
集
発
行

　
　
　公
益
社
団
法
人

　下
関
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　　編
集
委
員
会

令和
5年9月号  

2023

149

〒759-5511
下関市豊北町大字滝部3144-3
TEL.083-782-0834
FAX.083-782-0835

豊北事務所
〒759-6312
下関市豊浦町大字黒井2275-7
TEL.083-775-4680
FAX.083-775-4681

豊浦事務所
〒750-0441
下関市豊田町大字中村43-1
TEL.083-766-1314
FAX.083-242-1316

豊田事務所 菊川事務所
〒750-0313
下関市菊川町大字田部747-7
TEL.083-287-0940
FAX.083-287-0942

公益社団法人 下関市シルバー人材センター
〒750-0066　下関市東大和町2－4－3　TEL.083-267-5900　FAX.083-267-3220

　毎
月
第
二
・
三
水
曜
日

　九
時
か
ら
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
時
間
に
遅
れ
な
い

よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　豊
北
町
・
豊
浦
町
・
豊
田
町
・
菊
川
町

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
各
事
務
所
に
て
随

時
受
付
け
ま
す
。

10月11日

10月18日

11月 8日

11月15日

12月13日

12月20日

1月10日

1月17日

　令
和
五

年
度
第
一

回
剪
定
講

習
会
が
五

月
二
十
二

日（
月
）に

開
催
さ
れ
、

会
員
講
師

五
名
の
も

と
、
三
十

一
名
（
会

員
二
十
八

名
一
般
三
名
）が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
下
関
市
立
考
古
博
物
館
様
の
ご
協

力
で
敷
地
の
一
角
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
一
回
剪
定
講
習
会

　令
和
五
年
度
第
一
回
草
刈
講
習
会
を
五

月
二
十
五
日（
木
）旧
市
民
ふ
れ
あ
い
農
園

に
て
実
施
し

ま
し
た
。
十

七
名
（
会
員

十
六
名
一
般

一
名
）
が
参

加
し
て
、
草

刈
技
術
の
習

得
、
安
全
対

策
の
座
学
、

石
飛
の
実
演

等
で
安
全
就

業
を
徹
底
し

ま
し
た
。

第
一
回
草
刈
講
習
会

　令
和
五

年
度
安
全

適
正
就
業

推
進
計
画

に
基
づ
き
、

六
月
二
十

三
日（
金
）、

下
関
中
央

消
防
署
に

て
、
救
急

講
習
会
を

開
催
い
た

し
ま
し
た
。

講
師
三
名
の
も
と
、
十
七
名
の
会
員
が
講

習
を
受
講
し
、
胸
骨
圧
迫
や
、
A
E
D（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用
方
法
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

※
写
真
は
A
E
D
の
模
擬
演
習

第
一
回
救
急
講
習
会

　今
年
度
、

第
一
・
二
回

目
の
安
全
巡

回
指
導
を
下

関
本
部
及
び

豊
浦
地
域
に

て
実
施
し
、

安
全
配
慮
に

つ
い
て
の
指

導
を
行
い
ま

し
た
。

※
写
真
は
、
豊
浦
地
域
に
て

安
全
巡
回
指
導

　九
月
二
日

（
土
）K
R
Y

山
口
放
送

「
ヤ
ス
ベ
ェ

人
生
100
歳
満

点
」
に
光
田

智
恵
子
会
員

が
ラ
ジ
オ
出

演
し
、
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
体
験
や
趣
味

な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
管
理

　今
年
度
の
安
全
対
策
員
で
す
。
安
全
就

業
の
徹
底
を
図
り
事
故
の
減
少
を
目
指
し

ま
す
。

安
全
対
策
員（
二
十
二
名
）

大
崩
不
二
實

　岡
野
藤
孝

　道
越
幸
美

北
岡
則
彦

　
　大
西

　研

　桂
長
大
郎

濱
田
武
久

　
　松
本
昭
一
郎

福
田
睦
紀

　
　髙
比
良
昭
洋

古
澤
哲
雄

　
　小
林
一
巳

　中
尾
雅
男

有
川
年
雄

　
　松
田

　宝

　具
志
堅
正

岡
崎

　功

　
　柿
塚

　昇

　林

　勘
一

高
田
光
重

　
　西
村
孝
歳

　笠
松
俊
夫

安
全
推
進
員

　岩
澤
直
史

安
全
対
策
会
議
会

　第
一
回
目
の
安
全
対
策
会
議
会
を
六
月

三
十
日（
金
）に
開
催
し
次
の
件
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

開
催
場
所

　勝
山
公
民
館

　二
階
研
修
室

委
嘱
状
交
付
式

議
題

○
令
和
五
年
度
事
故
状
況
報
告

〇
令
和
五
年
度
安
全
適
正
推
進
計
画
に
つ
い
て

〇
草
刈
機
使
用
に
よ
る
石
飛
防
護
柵
の
徹

底
と
賠
償
事
故
軽
減
対
策
に
つ
い
て

安
全
標
語
優
秀
作
品

　令
和
五
年
度
の
安
全
標
語
優
秀
作
品
が

決
ま
り
、
定
時
総
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

『
掛
け
声
の 

連
携
プ
レ
ー
で

防
ぐ
事
故
』

中
部
地
域

　坂
上

　重
蔵

『
気
を
抜
く
な 
忘
れ
た
こ
ろ
に

事
故
は
来
る
』

豊
浦
地
域

　松
本

　
　博

新
入
会
員
説
明
会
の
日
程

ラ
ジ
オ
に
出
演

令和5年

令和6年
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